小浜城復元整備計画について
　今日、姿を見ることができない天守閣は、皇居に現残する「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふじみ),富士見)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やぐら),櫓)」を模して建てられていたと言われています。しかしながら、廃藩置県にかかる諸工事の最中、天守閣を残してことごとく焼失、ほどなく天守閣も廃棄されてしまい、現在、本丸の一部と天守台の石垣を城址として残すのみとなっています。 
　このようなことから、小浜市では、歴史と文化を象徴する小浜城を復元整備することにより、さらに歴史と文化のまちに風格と輝きを与え、皆様に一層の誇りと心のゆとりを提供できるものと考え、皆様からの寄付金等をもって、小浜城跡に天守閣（復元後高さ１８ｍ）を復元する計画を樹立いたしました。 
　小浜城が、かつての雄姿をそのままに、小浜市の新しいシンボルとしてその雄姿を現すために、本趣旨にご賛同いただき、皆様方の一層のご支援をお願い申し上げます。 
＜これまでの経緯＞
・平成１２年　　「小浜城等復元研究プロジェクトチーム」の発足
・平成１４年　　小浜市へ小浜城復元のための提言書を提出
※小浜城を若狭のシンボルとし、小浜城を中心とした｢城内の一大公園化｣を提案。

・平成１５年　　「小浜城復元市民の会発起人会」の設立
・平成１６年　　小浜城天守閣復元募金実施要綱の設置
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	小浜城等復元想像図（復元プロジェクト提言書より）


